日立 IIHI クッキングヒーター(ビルトインタイプ） 

設置説明書 

21機種共通の設置説明書になっています。イラストは、 HT - E 20 TWFS を主体 I こ説明していまず。 



トツププレート幅 75cm 

トツププレート幅 60cm 

中央 

型 

レンジつ-ドファン連動 


レンジフ-ドフアン鐵 


ヒーター 

E20T シリ—ズ 

HT-E20TWFS 

HT-E20TWS 

HT-E20TFS 

HT-E20TS 


E10T シリ—ズ 

HT-E10TWFS 

HT-E10TWS 

HT-E10TFS 

HT-E10TS 

THk 々 

E9 のリ-ズ 

HT-E9TWFS 

HT-E9TWS 

HT-E9TFS 

HT-E9TS 

inL ブ 

E8 のリ-ズ 

HT-E8TWFS 

HT-E8TWS 

HT-E8TFS 

HT-E8TS 


E8 シリ-ズ 

HT-E8WFS 

HT-E8WS 

HT-E8FS 

HT-E8S 

HT-E8 

ラジェント 


HITACHI 

Inspire the IMext 


設置される方へのお願い 

♦この設置説明書は天ぷら鍋、保証 
書、取扱説明書、適温調理クッキン 
グガイド、カンタンご使用ガイド、 
D V D とともに必すお客様にお渡 
しくださし、。 

•本体設置時に、トッププレートや 
操作部ユニットを分解しないでく 
ださし、。 

•試運転を必ず巧い、お客様へ正し 
い使いかたをご説明ください。 


HT - E 20 T シリー 7：は左.も IH ヒーターが才ール タル対応でず。 
HT - E 10 T シリーズはも IH ヒーターが才ールメタル巧応でず。 


ま全のため必ずお守り < ださい 


設置をずる前こ、この設置説明書をよくお読みになり、正しく設置をしてくださし、。 

ここに示した注意事勒ま、 

表示内容を無視して誤った使いかたや設置や工事をしたときに生じる危害や漬害の程度を、次の表示で区分し、説明していまず。 



給まルの例 


この表示の欄は、「死 t または重傷を負う 
ことが想定される」内容でず。 


「警告やを意を促す J 
内容のものでず。 


A 注意 


この表示の欄ま、「傷害を負うことが想定 
されるか、または物的損害の発生が想定さ 
れる」内容でず。 




してはいけなし、 
「禁止 J の内容でず。 



実行しなければならない 
「指示」内容のものでず。 


〇 

〇 


分解禁止 


設圖ま、この「設置説明書 J に従って、確実に巧 

う（ブレーカーは r 切 J にして巧つてください） 

設置にで備があると、漏電-火災の原因になります。 


A 警告 

集に巧 

はォ 


200 V — 30八]^4上の専用回路と漏電しゃ断器 
を設置ずる 

この工事をしないと、配線部が異常発熱ずるおそれ 
があり、感電•火災の原因になります。 


分解•修理•改造は巧わない 

発火-異常動作してけがをずるおそれがありまず。 


電気配線工事は、電気設備技術基準等関連ずる 
法令-規則等に従って必ず r 法的有資格者 J が 
巧う 

接続-固定が不完全な場合は、漏電 • 火災の原因じなりまず。 


〇 アースエ事は、電気設備技術基準等関連ずる 
法令•規則等に従って必ず「法的有資格者」 
_ /による D 種接地工事を巧う 

kml アース線はガス管、水道管、避雷針、電話のアース線 
に接続しないこと 
漏電時に感電のおそれがありまず。 


設置は、製品の重量に十分に耐える所に確実に巧う 

耐重量で足やお付がで完全な場合、製品の落下や転倒 
じよりけがをするおそれがありまず。 



Q 

Q 


トッププレートに衝撃を加えない 

万一ひびが入ったり割れると、過熱’異常動作 • 感電の 
原因になりまず。 

トッププレートの上に乗ったり物を落としたりしない。 


A ま，局 

感電の 


試運転中は、トッププレートやオーブンなどの 
高温部に触れない 

やけどのおそれがあります。 


カウンタートツプの材料は、耐熱材料のものを使う 

熱硬化樹脂化粧板 (JIS K 6903) またはこれと同等 
が上の耐熱性をちずる材料 

耐熱性の低い材料を使用ずると、変形•火災の原因になりまず。 
ニス引さのものは変色ずるたゆ、使わないでください。 


製品近傍のシステムキッチンの材料は、95で 
仪上に耐えるものを使う 

システムキッチンの変色.変形の原因になります。 


















•この画クッキングヒーターは、適切な電気工事と設置がされていませんと性能が十分凳揮できないばかりか、過熱などの危険が生じる 
場合がありまずので、この設置説明書をよくお読みのうえ、適切な設置をお願い致しまず。システムキッチンなどに組込んでくだごい。 
♦電気工事は、必ず「電気工事わの免許をお持ちの方が巧ってください。 

♦設置完了後は、「設置完了後の確認」を行い、お客様へご説明ください。 



• X 保証書、取扱説明書、適温調理クッキングガイド、カンタンご使用ガイド、 DVD があることを確認してください。 


A 警告 1 

設置ずるときは、火災予防条例に基づき、 
mm 必ず可燃物との離隔距離を守る 

辦胃臟 t がぶいと火災の願になりまず。 

電源プラグの巧および巧の取付面に、ほこり 
mm が付着していないことを確認し、ガタのない 
ス y よう根元まで確実に差し么む 

ほこりが付着したり、接続が不完全な場合、感電 
や火災の原因になりまず。 

J 

電源電線およびアース線は、電源プラグを 
|\)外して直結しない 

漏電やショートによる感電•発火の原因になりまず。 


電気工事 

必ず電気工事±の免許をお持ちの方が 
巧ってくださし、。 


>[1因クッキングヒーターは、専用回路 （1 台のクッキング 
ヒーターに1分岐回路）を設置してください。 


専用回路、漏電しや断器の設置 


>専用回路、漏電しや断器を設置してください。 


専用回路 

漏電しゃ断器 

ブレーカー 付き 
斟目20 0 V .30 A 

定格電流: 30 A 感度電流： 15 mA 


※兰相20 0 V (動力電源）には接続しないでください。 


屋内配線巧電線、コンセントの形状 


►区因クッキングヒーター巧のコンセントは規格で次のよう 
なものが標準品となっていますので、事前にご確認の上、 
設置してくだごし、。 


器具の容量 

幹線の太ご 

コンセントの形が 

30 A 

み 2.6 mm 

口単相20 OV 用娘地極付） 
W 250 V -30 A 


义 D 種接地工事 （ 100 Qti 下）を必ず巧ってくだごい。 


【総消費電力の切り替えについて】 

本圆クッキングヒーターは、工場出荷時総消費電力を 5.8 kW に設定しておりまずが、 
4.8 kW に切り替えることもできまず。アンペアブレーカーの容量す足の場合などで、 
ご使用上す便なときに選べます。詳細は、お買上げの販売店へお問い合わせください。 

♦切り替え方法 

①才ーブンのにを卜化で ►: 2つのボタンを同時に巧しながら電源 
スイ 、ソチを 押し電源を入れる。 

■►左ヒーター表示部に医孤]が表示される。 

(前面操作部の表示部に閣が表示される。） 

©左ヒーターの「設定」キー國を巧ず ♦ 巧 孤 I がま示され 4.8 kWI こ設定される。 

③ 左ヒ-夕-の r 設定」キ-國を巧ず峰 M が表示され 5.8 kWI こ設定される。 
•X キーを押さない状態で5秒経過ずると、切り替えられなくなり 

まず。このときは、再度①② (3) の操作を行ってください。 

④ 電源スイッチを巧して電源を切る。 

※設定の確認は①の操作を行ってください。設定の確認後は電源 
スイッチを押して電源を切ってくだごい。 

【オートパワーオフの時間の切り替えについて】 

本!！因クッキングヒーターは、工場出荷時約10分で才ートパワーオフずるようじ設定して 
おりまずが、約30分に切り替えることもできまず。才ートパワーオフずるまでの時間が短い 
などで、ご使用上す便なときに選べまず。詳細は、お買上げの販売店へお問い合わせください。 

•切り替え方法 

①才ーブンの酸:: j と M 2 つのボタンを同時に巧しながら電源ス 
イッチを押し電源を入れる。 

■►もヒーター表示部に画が表示される。 

® ちヒーターの r 設定 J キー g を押ず■►直国が表示され約30分に設定される。 
® ちヒーターの r 設定 J キ ー0^ を巧ず 1*^ 已国が表示され約 10 分に設定され る。 
X キーを押さない状態で5秒経過すると、切り替えられなくなり 
まず。このときは、再度① (2 X 3) の操作を行ってください。 

@電源スイッチを押して電源を切る。 

X 設定の確認は①の操作を行ってくだごい。設定の確認後は電源 
スイ、ソチを押して電源を切ってください。 

















1 cm が上 


>防熱板 


発熱体の外周 

A 奥行さ 

1 2 cm な上 ( IH ヒーターの場合） 

(15 cm な上推奨） 

1 5 cm 从上(ラジエントヒーターの場合) 



\本体の忘凸部 

[消防法基準適合組込お] 

圧回クッキングヒーターの前面はできるだけ広く 
(60 cmm 上)あけて通行時や;令蔵庫•家具等の扉が 
当たらないようにしてください。 


X トッププレート幅7日 cm タイプ 

• HT - E 20 T シリ ー ズ、 HT - E 10 T シリーズ：1 3 cm が上 

• HT - E 9 T シリーズ、 HT - E 8 T シリーズ、 HT - E 8 シリーズ：1 2 cm な上 



防熱板はこれを設けたとき、機器周囲の木壁温度が 
き温 35 °C の時100でを越えない断熱性を有すること。 


る部のなまえ 


本体 


X イラストは、 HT - E 20 TWFS で説明しています。 


上面操作八ネル 


※この機器は一般家庭用です。業務用にはお使いにならないで<ださい。 


♦ヒーター表示は乂力に応じて4色に光り、 

「1」〜「12」で火力の設定状況をお知らせ 
します。 

X ヒーター表示は、左•ち•中央ヒ_ 

ターの操作を終えてから約] 0秒 
後に減光します。 

送信部 

ジつードつ 7 ン\ 

\連動のみ I 

左ヒーター操作部 

切/スタ 


火カバー (火力を表示します） 

左ヒータ.一表示部 


ち.中央ヒ- —1— SiiL — 

から約…秒 

鄙！ 


中央ヒーター表示部 

表示窓点な • 点滅時高温注意 


ち ヒータ.一 表示部 


I 訓邮 S 旧: 88 i 則 


送信部 


レンジつードつアン 

I 麵のみ I 


設定キー 



タイ 7ーキー 

残り時間タイマー 
経過時間タィマー 


•火力調節•タイマー時間設定 
•揚げ物、ステーキ、いため物、卵焼きの温度設定 
•湯沸かし炊飯の仕上がり調節、煮込み、保温の調節、炊飯カップ数の設定 


切/スタートキー 


ソ ー -I —キ— 

i げ物、ステーキ、いため物、 
卵焼き、湯沸かし、煮込み、 
保温、か飯の設定 


タィマー=^ 



IP I とろ义 I 弱火 I 中火 I 強火1 I ◄ I ► I 护マ-|同 

1巧押し 


中央ヒーター操作部 


-設定 キー メニユ ーキー 

•火力調節 •煮込み、保温、湯沸かしの設定 

• タイマー時間設定 

•煮込み、保温の調節、湯沸かしの仕上がり調節 


ちヒー ター操作部 

片ヒ-夕-操個に、 
I 機制禍じ I 


吸•排気カバー 中央ヒ—夕_ 


左ヒーター (IH : 3.0 kW ) 



吸 • 排気カバ— 

中に 

1中に排気□が 
あります。 

吸気□が 
あります。 




( Z.OkWKiH ヒーター) 

E20T シ IJ -又 E10T シリーズ、 
E9T シリーズ 

(1.6 kW)(IH ヒータ ー )E8T シリーズ 
(1.2 kW ) (ラジエントヒーター) 

E8 シリーズ 


. 鉄•ステンレス 3.0kW 

と;岩ご 

f 才ーブン （1.5 kW ) I i 使用するときは扉の中央部 

' - ' i (マーク部）を押して開さます 前面操作パネルの開放時 

i _巧广 k 円广 


ちヒータ ー( IHJ . OkW ) 


凸マーク （4 ヶ所） 

目の不自由なちが、鍋をヒーターの中央に 
置くための目をです。 


※収納するときも扉の中央部(マーク部）を押してください。 


前面操作パネル 


♦前面表示部 


電源ランプ 


iff 


し電源スイツチ 

•前面操作部 (使巧ずるときは扉を押して開きまず） 

オーブン表示 

じルシ-；^ュ-1 話理メニュ -~~I モ巧!-乂 

miMH 臨 tf 細;;欄 


仕上びり/义力/温度 

< . ► 


r スタ-卜^ 


馆源の入/切） 

-レンジフード操作部 

(レンジつード フアン連動の み） 


タイマーボタン 

設定ボタン•タィマ-時間設定 
-仕上がり設定 
• 火力設定 
-オーブン温度設定 

-オーブン操作部 

•調理メ ニュー •ヘル シーメニュー 
.手動 コース 


..Mm... 

チヤイルド 
□ツク# 


クリーニングボタン 
-切/スタートボタン 
-追加焼きボタン 


音声聞き直しボタン 

•音声ガイドを聞さ直します。 
•音量の変更や消音をします。 


チャイルド□ックボタン 

• チャイルド□ック設定 


• □ックをするときや解除す 
るときは電源スイッチを入れ、 
ボタンを 3 砂間巧す。 

• ヒーター使用中は□ックで 
さませル。 

-電源スイッチを切っても（ま 
たはプラグを抜いても）記憶 
しています。 


設置場所の確認 


参火災予防条例、電気設備技術基準第59条に従つて設置してください。 
♦カウンタートップは熱硬化樹脂化粧板 ( J に K 6903) と同等 
从上の耐熱性があるものを使用してください。 

ニス引きのものは変色しますので使わないでください。 
♦製品の金属部がシステムキ、ソチンの金属部と接触ずる場合、 
建造物の壁中の金属（メタルラスなど）とシステムキッチンの 
金属部を接触しないようにずるか、または画クッキングヒー 
ターの 金属部がシステムキッチンの金属部に接触しないよう 
に取り付けてください。 


A ミ主意 


〇 


製品は水平に設置する 

製品が傾いていると、鍋が滑り落ち、やけどやけがの 
原因になりまず。 


♦製品は火災予防上、可燃物との間を図のように離して取り付 
けてくださし、。 


■このクッキングヒーターは「消防法設置基準」に基づく試験基準に適合 
しておりまず。建築物の可燃物から図のように離して設置してください。 


■左記寸法がとれない場合には、不燃材に 
よる防熱板を取り付けてください。 


可燃物 


可燃物 


1 cm 从上 


T 看 〕08 


TK1EU0 の 


可燃物 


t 3 el 

5 


可燃物 


3 






















































































































































































システムキッチンの加工寸法 (単位: mm ) 



♦ X 1、 X 2 の寸法は製品寸法ですので、この部分への突起物がないようにしてください。 

♦ XI は標準仕様でキャビネット前面の開□寸湖よ 225 mm 対応となっておりますので、開□寸法が 240 mm 从上ですき間が 
生じた場合は、別売の下ルーバーをご使用ください。 

♦ X 3 の寸法はカウンタートップの巧位置の基準を示し、この範囲であれば設置できます。 

• X 4 のカウンタートップの厚みは、 40 mm を基準としていますので、厚さが 30 mm の場合には、別売の上ルーバーをご使用くだ 
さし、。 

♦ X 4 が 40 mm 仪上の時は、上ルーバーが接触するので設置できません。 

♦ X 5 の寸組ま、キヤビネ、ソト前面の開□寸法で奥行き 20 mm まで必要な空間でず。 


キャビネツトの背面に背板がある場合は、次の加工を巧ってください 


• カウンタートツプと背板の間（別 ） が 50mm 於下の場合は、後固定金具が通るよう切り欠きを設けて 
ください。 
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前面図 


己60+^ 


後面図 


594±2 


側面図 


ネル開閉時I 


45〜65 



460+8 


巧@巧 巧 口 ご 巧 巧 口⑤ご 


トッププレート幅 60 cm 

上面図 


599±1.5 



トツププレート幅 75 cm 


( 68 ) 


26 


44.5 


502±1.5 


口 


上面図 


前面図 


74 Q ± 1-5 



560+0 


( 68 ) 


26、 


一 


502±1.5 


WirTHTF^mOTTW 




後面図 


中央 ヒーター 

L 1 

ラジェント ヒーター 

151 

IH ヒーター 

141 


中央 ヒーター 

L 1 

ラジェント ヒーター 

151 

IH ヒーター 

141 


左ち ヒーター 

1 2 

トルがル対応 I 化-夕- 

150 

IH ヒーター 

165 


製品寸法図む mrrO 


ビルトイン電気オーブンレンジを設置ずる場合は、次の作業を行ってください。 

•ビルトイン電気才ーブンレンジ （ MRO - SK 201 S 、 MRO - SK 201 B ) に付属の「排気筒」をクッキングヒーターに接続してくださし、。 


①クッキング ヒーターの 背 
面に取り付けてある排気 
筒挿入ロカバーを外し、 
止めネジを同じ場所に止 
めます。 


止めネジ 


②クッキングヒーターの吸•排気 ③ビルトイン電気オーブン 

カバーを外す レンジに付属している排 

_ 気筒を表示に合わせて挿 

吸-排気カバー 入してねじ止めする 

差し込む 



オーブン用排気口 

排気筒挿入口 
トツププレート 


排気筒挿入ロカバー 
を外す 



クッキングヒーター背面 


X 詳細はビルトイン電気才ーブンレンジの設置説明書をご覧ください。 




的 ’ Lw 的，90的 
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※金属端面が多いため、けがをしないようにを意してくださし、。 


「設置をされる方へのお願い （2 ぺージ）」を参照し、 
付属品の確認をずる 

♦付属品は、本体設置後、「設置方法5 (7 ページ)」を参照し、 
必ず指定位置に取り付けてくだごい。 


吸気ロポケット 


2 吸気ロポケットを取り外ず 



設置ち法 


が出てくることがあるので、外さないでください。 


必ずブレーカーをしや断して設置を巧ってください。 


※トツププレートは、外さないでください。 

1電源プラグを差し込む 

I •カウンタートツプに傷をつけないよう、 

段ボール板を敷いてください。 

♦後固定金具(本体に取り付け済み)が本体背面に密着 
していることを確認してください。 
(カウンタートツプに傷がつく原因になりまず） 
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カウンタートツプに本体の前面を挿入してから全体をはめ込む 

•はめ込み時は、前面のスイ、ソチや前板をカウンタートップに当て 
ないようにミ主意してください。（傷がつく原因になりまず） 

• 電源コードを本体底面とキャビネットの間に挟まないようごミ主意 
くだごい。（本体が浮き、すき間が生じまず） 

参プレートワク裏側のパ、ソキンがめくれたり、はみ出したりしない 
ようにミ主意してくださし、。 

•カウンタートツプと本体のトツププレートのずき間が全周にない 
ことを確認してください。 

♦はめ込み後才ーブン内の付属品を引き出し、捆包材、ポリ袋を取り 
外してください。 



カウンタ-トツプが反って いるなどでずさ 間が ある 場合は別売のボウスイ 
テープ （ HTC -4 CB 031:メーカー希望小売価格525円（税抜500円、 
2010年8月現在)）を用い、ずき間を塞いでください。(水浸入防止のため） 
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上ルーバーを取り付け、本体の位置を調整ずる 

♦左ち側面の差し化み口に、上ルーバーの突起部を差し込んでくだ 
さい。（差し込んだ後に上ルーバー内側の凸部が、本体側面角穴部 
に確実に入っていることをご確認ください） （7 ページ図参照） 

♦プレートワクとカウンタートツプの取付穴の距離が図 A の寸法と 
なるよう本体の位置を調節してください。 

参上ルーバーとキャビネツトの左ち側面とのずさ間が巧一になるよ 
うに本体位置を調節してください。 

♦キャビネツトの扉面と本体の前面が合うように、本体の位置を調 
節してください。 

♦本体の位置を調節ずる場合は、本体を持ち上げて調節してくださ 
し、。本体を持ち上げないで位置を調節すると、プレートワクの裏側 
のパ、ソキンがはみ出る場合がありまず。 























































> カウンタートツプの 
厚みが薄くて前固定 
金具が固定できない 
場合は、ち図のよう 
に当て木を添えて固 
定してください。 


カウンタートツプ 


単位 ( mm ) 



当て木 



上 ルー バ 


上 ルーバー 
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内側の凸部 

突起部 II 差し込み口 

m 

角巧 

奥まで確実に押し込む。 


X 



本体を固定する 

①後固定金具（本体に取り付け済み）の固定 

•レバーをちへスライドさせてドライバー 
を入れ、 後固定金具のネジを確実に締め 
付ける。 

※締め付けトルクは40〜 50 N ‘ cm とずる。 
参ネジ締め付け後、レバーを左へスライド 
させて元に戻す。 

トツププレート キャビネット 


レバー 


上ルーバーが正常に取り付いているかご確認くださし、。 


後固定金具 
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つ□ントオーブン 


後固定金具 

X 後固定金具が持ち上がり、 

カウンタートップに固定され、 

シール性が確保されまず。 

② 前固定金具（本体に 
取り付け済み）の固定 

♦取り付けた上 ルーバーを 
取り外してくだごい。 

♦カウンタートップに挟み込み、指で前固定金具を押さえ 
ながらネジを締め付け固定ずる。 

X 締め付けトルクは80〜 90 N • cm とずる。 

参固定後本体を押して動かないことを確認して上ルーバー 
を取り付けてください。 

③ フ□ントオーブンとキャビネット扉のずき間を確認する。 

すき間が 5 mm な下の時は、キャビネット扉の高さを調整してく 

ださし、。 

吸気□ポケット、吸•排気カバー、化粧パネル上、 
化粧パネル下、オーブンドア、受皿、焼網、 

過熱水蒸気用水タンクを取り付ける 

♦吸気□ポケット、吸•排気カバーを取り付けてください。 

•化粧パネル上を取り付ける。（ツメを本体の角巧に勘合させる） 

♦化粧パネル下を取り付ける。 

♦オーブンドア•受皿 • 焼網 • 過熱水蒸気用水タンクを取り付 
けてくださし、。 

X ドアの取り付けは、取扱説明書 (46 ぺージ）を参照してください。 
化粧パネル下の取り付けかた 



過熱水蒸気用 
水タンク 


吸•排気 カバー 


受皿 


スライド 



前面操作部 
フランジ 



化粧パネルの左ちの 
溝に前面操作部の 
フランジ部をはめ込んで 
スライドごせてくだごい。 
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吸気口 
ポケット 


化粧パネル上 
(、ソメ 6ケ所） 


化粧パネル下 


15〜30 〇〜5 



圓 II 、を、 

カウンタートツプの厚みが薄くて 
後固定金具が固定できない場合は 
当て木を添えてください。 




















































































































巧ミ省吸•排気カバー、吸気ロポケット、上ルーバー、化粧パネル（上•下）、 
ニオーブンドア、受皿、焼網、過熱水蒸気用水タンクを取り付けましたか。 


アースが設置されていまずか。 



漏電しや断器が設置されていまずか。 
電源プラグを接続しましたか。 


①クッキングヒーター用の電源電圧が「単相200 VJ であることを確認してください。 

(電圧異常の場合は 〔 S J または C らを表示しまず） 

♦レンジフードフアンと組み合わせて設置の場合は、レンジフードフアン単体で正常に作動ずることを確 
認し、停止させてください。また、送信部を鍋などでさえざらないようにしてくださし、。 



②電源スイツチをブザーが鳴るまで巧してくださし、。 


♦電源ランプが点灯しまず。 


③ るヒーターまたは 才ーブンを r 入 J にして、通電を確認してください。 


(1) 左•ち IH ヒー■ター、中央 IH ヒーター 

鍋にコップ 1 杯程度(約 200mL) の水を入れ、 IH ヒー 
夕一の中央に置さ、左•ち IH ヒー ターでは r 中火_|キー 
を、中央 IH ヒーターでは「設定 J キー因を巧した後、 
「切/スター ト」キーを巧してください。 

X 鍋を置かないと通電しません。 

空だきはしないでください。 

(2) 中央ヒータ ー（ ラジェントヒーターのとき） 

上面操作部の中央ヒーターの r 設定」キー因を巧 
した後「切/スターりキーを巧してください。 


(3) 才ーブン 

前面操作パネルの r 手動〕ース J ボタンを巧して卜ーストを 
選び、才ーブンの r 切/スタ ー H ボタンを巧してくださし、。 


参上面操作パネルの左•も•中央 IH ヒーターの 
通電ランプと上面表示部の液晶表示(オレン 
ジ)が点灯し、火力「7」と表示しまず。しばら 
くずると、お漏が沸とうしまず。 
〔レンジフードフアンが自動的に運転しまず。 XI ) 


♦上面操作パネルの中央ヒーターの通電ラン 
プと上面表示部の液晶表示（赤）が点灯し、 
火力「3」と表示しまず。約4秒後にヒーター 
がホ熱しまず。 

〔レンジフードフアンが自動的に運転しまず。 Xl ) 

•前面操作パネルのオーブン通電表示が点灯 
し、しばらくずると庫内が熱くなりまず。 
〔レンジフードフアンが自動的に運転しまず。 XI 〕 


(4) ずべてのヒーターとオーブンを停止してください。 
左•も IH ヒーター、中央 IH ヒーターまたは中央 
ヒーターの r 切/スタート J キーを押し、またオーブ 
ンの「切/スタート J ボタンを押して停止してくだ 
さし、。 


•火力表示•通電ランプが消灯しまず。（通電 
時間によっては高温ミ主意表示をしまず） 
〔レンジフードフアンが約3分後自動停止しまず。〕 


C 〕内は、レンジフードフアンとレンジフードフアン連動クッキングヒーターを組み合ねせた場合でず。 

XI レンジフードフアンが停止中に、各ヒーターを通電開始した場合でず。 

◎各ヒーターを停止後、約10分(または約30分)経過ずると才ートパワーオフが働き、自動的に電源ランプが消なし、電源が切れまず。 


♦確認終了後は必ず電源スイッチを押して電源を切ってくださし、。 

電源を r 刚にした場合でも継続して冷却フアンが回ることがありまずが、異常ではありません。本体内部の回路を保護ず 
るために、キー操作後冷却フアンカ《最大約 10 分間作動しまず。(自動的に冷がファンは止まりまず） 

♦試運おは IH で使える鍋を使用してください。付属の天ぷら鍋は使用しないでください。 

(鍋底に磁石がつくもので、底の平らな部分が直径12〜 26 cm のもの。底の反りや脚が SmmiiTF のもの） 
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オーブン庫内の栖包材を外したことを確認してください。 
トツププレート上に栖包材がないことを確認してください。 


設置完了後の確認 


>通電をずる前に才ーブン庫内、トツププレートの上 I こ栖包材がないことを確認してください。 
散置終了後、次の手順で確認してくださし、。 


確認項目 I 確認欄 



I 誓材の 

取り外し 


2-J1642-2A 


J0 (HP) 





